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   中央大学学生等入学の取消しに関する規程 

 

 

（趣旨） 

第一条 この規程は、中央大学学則（以下「学則」という。）第三十一条の三、中央大学大

学院学則（以下「大学院学則」という。）第三十二条の二、中央大学専門職大学院学則（以

下「専門職大学院学則」という。）第七十四条の二及び第百三条の二、並びに中央大学通

信教育部学則（以下「通信教育部学則」という。）第二十三条の二に定める入学の取消し

に関し、入学の取消事由、取消手続、入学の選考における合格の取消し、取消しの対象と

なる学生等の学籍及び学費等の取扱いその他必要な事項について定める。 

（定義） 

第二条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

 一 「学部等」 中央大学（以下「本大学」という。）の学部及び研究科をいう。 

 二 「学生等」 学部等に在籍する学生並びに学部等の卒業生、修了者及び除籍者をいう。 

 三 「学部長等」 学部長、学術院長、大学院研究科長、大学院研究科委員長及び通信教

育部長をいう。 

 四 「教授会等」 教授会、研究科委員会及び通信教育部委員会をいう。 

 五 「学費等」 学則、大学院学則、専門職大学院学則及び通信教育部学則において、そ

れぞれ学費として定めるもの並びに諸会費をいう。 

（入学の取消事由） 

第三条 次の各号のいずれかに該当する場合には、学生等の入学を取り消すことができる。 

 一 本大学入学前に提出した書類、資料、その他の提供した情報等に偽造、虚偽記載、剽

窃、要件の欠如等があったことが入学後に判明したとき。 

 二 本大学入学試験要項に定めるカンニング行為等、試験の公平性・公正性を損なう行為

があったことが入学後に判明したとき。 

 三 入学の資格又は出願の資格・要件を有していなかったことが入学後に判明したとき。 

 四 前各号に掲げるもののほか、入学の志願、選考又は手続において、不正行為があった

ことが入学後に判明したとき。 

（報告義務） 

第四条 学部長等は、次条第一項の調査を開始しようとするときは、速やかに、学長に報告

するものとする。 

（調査） 

第五条 学部長等は、学生等について入学の取消事由に該当する事実があると疑われると

きは、当該学生等（以下「対象学生等」という。）について、入学センター、国際センタ

ーその他の関係機関の協力を得て、当該事実の有無を調査しなければならない。 
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２ 学部長等は、対象学生等に対し、弁明の機会を与えなければならない。 

３ 学部長等は、対象学生等が刑事司法機関によって身柄を拘束され、対象学生等から直接

に弁明を聴取することができないときは、陳述書及び資料等の提出を求めることができ

る。 

４ 前二項にかかわらず、学部長等が、対象学生等に弁明の機会を与えるための相当な努力

をしたにもかかわらず、対象学生等から弁明を聴取することができないときは、学部長等

は調査を終了し、教授会等は、弁明を聴取することなく、第九条第一項の入学の取消しを

決定することができる。 

（調査委員会） 

第六条 学部長等は、事案の内容及び重大性を考慮し、必要に応じて調査委員会を設置し、

調査を行わせることができる。 

２ 調査委員会に関し必要な事項は、教授会等が別に定める。 

（卒業及び修了の保留） 

第七条 教授会等は、調査が終了するまでの間、調査の対象学生の卒業又は修了を保留する

ことができる。 

（教授会等への付議） 

第八条 学部長等は、第五条第一項の調査を踏まえ、対象学生等の入学を取り消すか否かを

判断し、取り消す必要があると判断したときは、教授会等に付議しなければならない。こ

の場合において、学部長等は、入学の選考における合格の取消し（以下「合格の取消し」

という。）を併せて付議することができる。 

（教授会等による決定） 

第九条 教授会等は、前条に定める付議を受けたときは、対象学生等の入学の取消し（合格

の取消しを含む。以下同じ。）について審議し、決定する。この場合において、学部長等

は、その取扱いについて公平性に配慮しなければならない。 

２ 学部長等は、前項に定める教授会等の決定を速やかに対象学生等及び保証人に書面で

通知しなければならない。ただし、相応の努力をしたにもかかわらず、所在不明等の理由

により通知ができないときは、この限りでない。 

３ 学部長等は、第一項に定める教授会等の決定について、学長に報告しなければならない。 

４ 学部長等は、対象学生等の入学を取り消す旨の教授会等の決定があったときは、学部等

の掲示板に掲示し、公表する。この場合において、当該掲示の期間は、相当の期間とする。

対象学生等の氏名及び学籍番号等は公表しない。 

（不服申立て） 

第十条 対象学生等は、前条第一項に定める教授会等の決定に不服がある場合には、前条第

二項に定める通知を対象学生等が受領した日の翌日から三十日以内に、その通知をした

学部長等に対して、書面により不服申立てを行うことができる。 

２ 前条第二項ただし書により通知ができなかったときは、入学の取消決定の日から六十
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日以内に限り、書面により不服申立てを行うことができる。 

（不服申立ての審査） 

第十一条 学部長等は、前条第一項に定める不服申立てがあったときは、速やかに教授会等

に報告するとともに、不服申立ての内容を検討し、再調査を行うか否かを決定しなければ

ならない。 

２ 学部長等は、再調査を行う必要がないと決定したときは、速やかに教授会等に報告する

とともに、理由を付して対象学生等にその旨を通知しなければならない。 

３ 学部長等は、再調査を行う必要があると決定したときは、教授会等の同意を得て指名す

る委員で構成する不服審査委員会を設置しなければならない。 

４ 不服審査委員会は、速やかに再調査を行い、その結果を書面で学部長等に報告しなけれ

ばならない。 

５ 学部長等は、再調査の結果を踏まえて教授会等へ再提案を行い、教授会等は入学を取り

消すか否かにを再決定する。 

６ 第四項に定める再調査並びに前項に定める教授会等への再提案及び教授会等による入

学の取消しの再決定については、それぞれ第五条、第八条及び第九条の規定を準用する。 

（当事者が同意した場合の略式の入学の取消手続） 

第十二条 入学の取消事由を対象学生等が争わず、当事者が第五条第二項以下に規定する

手続によらないことに同意したときは、学部長等は事情を聴取し、これに基づき、教授会

等は入学を取り消すことができる。 

（卒業生等の取扱い） 

第十三条 教授会等は、卒業生、修了者、除籍者（以下「卒業生等」という。）を入学の取

消しに付した場合、卒業、修了及び除籍の決定を取り消す。 

（学籍の取扱い） 

第十四条 入学を取り消された者は、入学時に遡って本大学の学生等の身分を失う。 

２ 入学を取り消された者が在学中に修得した単位及び学位は、無効とする。 

３ 学部長等は、入学を取り消したことを明示した学生原簿及び修得した単位を無効とし

た成績証明書を保管するものとする。 

（学費等の取扱い） 

第十五条 入学を取り消された者が納入した学費等は、返還しない。 

（奨学金等の取扱い） 

第十六条 入学を取り消された者が奨学金その他の給付又は貸与を受けている場合は、当

該給付又は貸与を行った者の定めるところにより、返還を求めることができる。 

（通信教育部に関する取扱い） 

第十七条 通信教育部学生及び卒業生等に関する入学の取消しについては、通信教育部長

は、前条までの規定により入学の取消しを決定したときは、速やかに法学部長に報告しな

ければならない。法学部長は、当該決定の内容を法学部教授会に報告しなければならない。 
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（廃止学部等における取扱い） 

第十八条 既に廃止された学部等の卒業生等に対して入学を取り消す場合は、学長が学部

長等と協議の上、前条までに規定する学部長等及び教授会等が行う手続を学長の下にそ

の都度設置する委員会で行うことができる。 

（細目） 

第十九条 この規程に定めるもののほか、入学の取消しに関し必要な事項は、別に定めるこ

とができる。 

 

   附 則（規程第三千二百八十一号） 

 この規程は、令和八年七月三十一日から施行する。ただし、通信教育部に係る部分は、令

和九年一月一日から施行する。 

 


